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海外自動車部品工場におけるドイツ・情報セキュリティ認証 TISAX®取得事例の増加 
 

 

   

お客様各位 

 

平素はいつも大変お世話になっております。 

 

自動車業界では、自動車メーカーの技術情報や顧客情報がサプライヤーと共有され、共同で部品開発や

サービス提供が行われています。このサプライヤーに連携された情報を、セキュリティ上適切に取り扱う

ことを求めるため、ドイツ自動車工業会（VDA）は、TISAX®というセキュリティ認証の仕組みを策定し

ました。それを受け、日本のサプライヤーも、ドイツの自動車メーカーやサプライヤーから TISAX®認証

取得を求められています。TISAX®では認証取得範囲を定める必要があり、近年では海外拠点も適用範囲

に含める動きも活発化しています。一方で、日系サプライヤーも EVの台頭や自動車サプライチェーンの

再編などを皮切りに顧客ポートフォリオの多層化を検討する企業も多く、ドイツや欧州系メーカーとの取

引を継続・拡大する上では TISAX®の重要性はさらに高まってきています。 

 

Ⅰ. 「TISAX®」とは 

 

 TISAX®とは Trusted Information Security Assessment Exchangeの略で 2017年にドイツ自動車工業会

（VDA）が策定した自動車産業における情報セキュリティの評価と共有のための認証制度になります。 

 

 TISAX®認証は、ドイツ自動車工業会（VDA）に認定された審査機関のみが実施することができ、その

結果は VDAに所属する自動車メーカーが共有することできます。また審査は英語またはドイツ語で実施

されます。 

 

 TISAX®の要求事項は、情報セキュリティの国際規格である ISO/IEC 27000シリーズの管理策がベース

になっています。一方で、ISO/IEC 27001の審査に比べて TISAX®審査では、要求事項を遵守する規定が

整備されており、規定どおりに実際に運用されているかを、規定や運用の証跡を入手しての閲覧やインタ

ビューで詳細に確認します。TISAX®では、各質問を 0から 5までの 6段階の成熟度で評価し、合格ライ

ンである 3と評価されるためには、基本的に“Must”と“Should”の要求事項が規定として整備され、

運用の証跡が存在しなければなりません。したがって、TISAX®対応のための ISMSは、 ISO/IEC 27000

シリーズの管理策よりも、TISAX®のより具体的な要求事項に基づいて構築する必要があります。 

 

Ⅱ. TISAX®認証取得の進め方 

 

 TISAX®に対応するためには、自社の ISMSが TISAX®の要求事項と、どれくらいギャップがあるのか

をまず把握する必要があります。フェーズ 1でギャップを分析し、それを埋めるセキュリティ対策導入計

画を作成することで、TISAX®対応の全体作業量が明確になります。フェーズ 2では、セキュリティ対策

導入計画に基づいて、TISAX®要求事項を遵守する規定や運用のための文書を整備し、規定通りに実際に

運用・改善していきます。 

 

自社の ISMSの成熟度や TISAX®認証取得の対象拠点の数にもよりますが、フェーズ 1は 2～3ヵ月で

行います。その後のフェーズ 2は、自社のセキュリティ対応のケイパビリティや、外部からどこまでの支

援を受けるか等にもよりますが、TISAX®の“Must”と“Should”の要求事項の数や ISO/IEC 27001の

認証取得の事例を踏まえると、文書を整備し、運用を定着させるために少なくとも半年～1年以上は必要

であると考えます。なお、海外拠点、特にタイをはじめとした東南アジアの生産事業体では、自前の情報

セキュリティ部門も十分な人員がおらず、文書整備なども不十分なケースも散見されており、国内拠点以

上に時間をかけた対応が必要になる可能性があります。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ. TISAX®審査 

 

 TISAX®は自己評価、審査機関による審査、審査結果の受領の流れ（下表１）となります。審査は英語

またはドイツ語で実施され、12審査目的（下表２）について、被審査企業が審査レベル（下表３）を選

択した上で審査を受けます。ただし、自己評価のみの審査レベル１は、通常はサプライヤーが自社の情報

セキュリティレベルを確認する目的で利用することが多く、審査機関は自己評価結果を審査しないため、

自動車メーカーからは審査レベル２または３の審査を求められることが一般的です。 

 

 審査レベル２や３の審査では、初回審査で適合（合格）、不適合（不合格）が示され、不適合の場合は

発見事項が提示され、発見事項に対する是正措置計画書の提出および是正措置を実施していく必要があり

ます。また是正結果については再度フォローアップ審査を受ける必要があります。 

 

 また審査報告書では以下の５つの要素について審査結果が報告されます。 

A. 審査関連情報：会社名、審査スコープ、審査対象、審査レベルなど 

B. 総合審査結果：審査結果（Conform、Minor Non-Conform、Major Non-Conform）、発見事項の

数など 

C. 審査結果概要：情報セキュリティ管理の要求事項ごと（たとえば、アクセス制御）の評価結果な

ど 

D. 審査結果詳細：すべての発見事項についての詳細な説明、対応するリスク評価結果、対応策など 

E. 情報セキュリティの成熟度：情報セキュリティ管理の要求事項ごとの成熟度 

 
 

[表１：TISAX®審査の流れ] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



[表２：TISAX®審査目的と審査レベル] 

 
 
 

[表３：審査レベルに対する審査方法] 

 
 
 

Ⅳ. KPMGの TISAX®関連サービス 

 

  KPMGでは、ドイツ自動車工業会（VDA）認定の審査機関である KPMGドイツを中心に、TISAX®

認証取得に関するアドバイザリーサービスや審査サービスを提供しています。 

 

 TISAX®アドバイザリーサービスでは、TISAX®の審査内容に精通した専門家による事前準備（適合状

況の事前チェック、問題点の改善など）を通じて初回審査での適合（合格）判定の取得を支援します。ま

た、審査は英語またはドイツ語での対応が求められますが、タイ国内においては KPMGタイのタイ人プ

ロフェッショナルによるタイ語、英語でのサポートが可能です。 

 

 TISAX®審査サービスでは、認定審査機関である KPMGドイツが審査をさせていただくことが可能で

す。KPMGドイツは多くの日本企業の審査を実施した経験があり、日本企業の実態に即した適正かつ公

正な審査が可能です。ただし、TISAX®アドバイザリーサービスのご利用状況によっては、自己監査にな

ってしまうため、KPMGドイツが審査をできず、他の審査機関をご紹介させていただくケースもありま

すので詳細は担当者にご相談ください。 

 
 

[KPMGドイツの TISAX®審査サービス利用条件] 

 

KPMGの TISAX®アドバイザリーサービス 
KPMGドイツの TISAX®審査サービス 

適合状況の事前チェック 問題点の改善支援 

利用なし 利用なし 可能 

利用 利用なし 可能 

利用 利用 不可 

利用なし 利用 不可 
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